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※会員かどうか記入のない場合は、非会員扱いとなりますのでご注意願います。
※本科コースについては、銀行振込か得意先コードのいずれかの支払い方法のみとなります。
※講師及び日程等は、カリキュラム編成等の都合により、一部変更することがあります。
※お支払いは、請求書到着後でお願い致します。
※講座開催の５営業日前の日以降にキャンセルの場合、参加料は理由の如何を問わずご請求させていただきますので予めご了承ください。
※講座開催日の１０日前頃に聴講券、納品書、又は請求書等を郵送いたします。当日は聴講券をご持参のうえ、ご来場ください。

一般 ・ 法人会員 ・ 個人会員： 　　　　　　　地域発明協会
当日現金 ・ 銀行振込 ・ 得意先コード（総合管理請求書）
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講 座 申 込 書
一般社団法人  発明推進協会  知的財産研究センター  研修チーム行 （FAX：03-3506-8788） （お申し込み年月日） 平成     年     月     日

●住所 〒105-0001 東京都港区虎ノ門２-9-1４
●電話 03（3502）5439　●FAX 03（3506）8788　●Eメール：kouza-form@jiii.or.jp

一般社団法人 発明推進協会 研修ルーム（発明会館７階）会

　場

今後、E-mailにて知的財産権講座に関するご案内を送付させていただきます。
ご不要な方は、チェックをお付け下さい。
メール不要□
（一般社団法人発明推進協会は、個人情報の重要性を認識し、適切な保護に努めます。）

住

　所

部
課
名

担
当
者

請求書送付先 （受講者と異なる場合にご記入ください）電
話
F
A
X

〒　　 -

知財業務
経験年数E-mail部 署 名会 社 名受講者名（ふりがな）講座名開催日

2013⑲

「新しいタイプの商標」と商標権侵害
～商標法改正の動向と米国、欧州の実務～ �

難易度

中級

◆色彩、位置、ホログラム、映像・動き、音等
の「新しいタイプの商標」の商標法への導入が
審議会で検討され、２０１３年２月に報告書も
公表されました。�
◆ＴＰＰとの関係もあり、２０１４年に法案が
提出され、2015年に施行される可能性が濃厚
となってきました。�
◆本セミナーでは、新しいタイプの商標の出願
方法、登録要件の判断基準、商標権侵害の判断
基準、企業の対応策について、審議会報告書、

米国、欧州の実務、日本企業の海外での登録状
況も交えて分かりやすく解説します。�
◆新しいタイプの商標は登録のハードル（識別
性要件）が高いことが予想され、自社商標を防
衛的に登録することは容易ではありません。�
◆そこで、他人に新しいタイプの商標を登録さ
れた場合、どのように自社商標の使用を確保す
るのか、攻めだけでなく、守りの視点からも対
応策について解説します。�

講　師

青木　博通　氏
ユアサハラ法律特許事務所
パートナー・弁理士

平成 26 年 5 月 12 日（月）

14:00 ～ 17：00

◆会　場：発明会館７階　研修ルーム　　
··································································································
◆定　員：５０名
··································································································
◆受講料：会員７，５００円・一般９，５００円　（※消費税８％込み）
··································································································
◆申　込：ＦＡＸもしくは、ＨＰからお申込下さい。
	 （http://www.jiii.or.jp「研修のご案内」）

知5 的月 の 財 産 権 講 座

＜解説内容＞
Ⅰ はじめに（ＴＰＰとの関係）
Ⅱ 新しいタイプの商標の種類
Ⅲ 自社商標の整理と分析
Ⅳ 色彩商標（権利形成・商標権侵害）
Ⅴ 位置商標（権利形成・商標権侵害）
Ⅵ 映像・動きの商標（権利形成・商標権侵害）
Ⅶ 音の商標（権利形成・商標権侵害）

Ⅷ 香りの商標（権利形成・商標権侵害）
Ⅸ ホログラム、トレードドレス、触覚、味の商標
Ⅹ 企業の対応策（今準備しておくこと、攻めと守り）
ⅩⅠ 現在保護可能な新しいﾀｲﾌﾟの商標 (立体商標､ｷｬｯﾁﾌﾚｰｽﾞ等 )
ⅩⅡ 不正競争防止法による保護
ⅩⅢ 国際出願戦略（２０１４年５月１日施行改正中国商標法等）
ⅩⅣＮＨＫ、朝日新聞、日経新聞からのインタビュー


